
 

（第２号様式） 
令和６年４月 26 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜立野高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 19日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が主体的
に学ぶ意欲を
高め、確かな
学力を身につ
ける教育課程
編成や組織的
な授業改善に
取り組む。 

②学校行事や生
徒会活動を工
夫・充実さ
せ、生徒の主
体性、協調性
の育成を図
る。 

①ＩＣＴ機器の
利活用と教科
横断的な授業
により、学習
内容の理解と
学習習慣の定
着を図る。 

②前年度からの
感染症対策を
見直しなが
ら、生徒主体
で学校行事が
運営できるよ
う体制を整備
する。 

①授業力向上推進
重点校のテーマ
として、１人１
台端末を効果的
に使用した授業
を組織的・計画
的に推し進め、
主体的・対話的
な学びにより、
学力向上を目指
す。 

②感染状況に応じ
て行事の内容や
運営方法を見直
し、生徒会執行
部や各行事の実
行委員を中心に
生徒が自ら考え
運営できるよう
に支援する。 

①１人１台端末
を使用する授
業を実施した
教員数が増加
したか。ま
た、生徒が主
体的に取り組
む場面が増え
たか。 

②生徒が自ら考
え行動し、行
事の企画内容
や運営を主体
的に行い、達
成感と充実感
を得ることが
できたか。 

①２回の授業研究
協 議 会 を 実 施
し、１人１台端
末を使用した授
業研究を実施し
た。外部講師に
よる授業力向上
研修会では、授
業と評価の在り
方について理解
を深めた。 

②クラスの日や文
化祭を４年ぶり
にコロナ前の内
容で行事を実施
することができ
た。生徒会執行
部や実行委員を
中心に支援する
ことができた。 

①１人１台端末を
使用して「何が
できるようにな
るか」を明確に
した授業研究を
推進していきた
い。 

②コロナ前の内容
に行事が戻せた
とはいえ、まだ
試行錯誤の段階
に留まっている
ように見えるの
で、来年度は積
極的に企画内容
を考えられるよ
う、支援してい
きたい。 

〇授業力向上に向けて、
教科毎ではなく、学校
全体でどのような授業
を目指していくのかを
決めたほうがいいので
はないか。そして、そ
れを教員だけでなく生
徒や保護者、中学生に
も提示できるようにな
ると、それが学校の特
色になるのではない
か。 

①授業研究協議会及び授業力向
上研修会を通じて、積極的に
パソコンを活用した授業の実
践例を共有した。また、指導
と評価の一体化について研究
を深めることができた。今後
は特に適切な評価について、
どのように具体化していくか
が課題である。 

②文化祭では、来場者の制限を
なくし、調理も可能にするな
ど４年ぶりにコロナ前の内容
で実施することができた。後
夜祭でも生徒が考えた内容を
実施できるようにサポートす
ることができた。球技大会や
クラスの日では、生徒主体と
なり企画から運営まで昨年度
よりもスムーズに行うことが
できた。 

①ＩＣＴを活用する方法や目的
を明確にした授業研究をさら
に推進していくとともに、引
き続き指導と評価の一体化に
ついて各教科で具体的な評価
方法を協議していく。 

②文化祭の企画内容にかなり偏
りが出てしまったり、調理団
体は調理する量の予想ができ
なかったりと完全にコロナ前
の状態に戻すことはできなか
ったので、クラスの日や合唱
コンクールを含め、今年度の
反省を活かし、幅広い視野を
持って、さらに行事を活性化
させたい 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①日常的な生徒
指導を通して
社会規範を身
につけるとと
もに、部活動
等において自
己実現に向け
て努力する姿
勢を育てる。 

②個に応じた相
談・支援体制
の充実を図
る。 

①生徒自身が、
所属する組織
の一員として
の自覚や行動
が主体的にで
きるように、
助言や指導の
充実を図る。 

②困難を抱える
生徒を早期に
把握し、適切
な支援につな
ぐためにＳＣ
やＳＳＷ、教
育相談コーデ
ィネーターの
連携を図る。 

①職員間での情報
共有を図り、指
導にズレが生じ
ないようにグル
ープでの支援を
行う。 

②ＳＣやＳＳＷ、
教育相談コーデ
ィネーターの連
携を密にして、
校内コーディネ
ーター会議を定
期的に行い、情
報共有と人材育
成を図る。 

①全職員が統一
した指導がで
きたか。 

②定期的に校内
コーディネー
ター会議を開
催し、校内関
係者間で情報
共有を図るこ
とができた
か。 

②ＳＣやＳＳＷ
などと連携
し、積極的・
組織的な相
談・支援に取
り組むことが
できたか。 

①職員会議などで
事案発生に伴い
う初動の重要性
や端緒の入手な
ど対応仕方など
共通認識を持つ
ことができた。 

②ＳＣやＳＳＷと
連携し、医療機
関へ繋げる件数
が増えた。 
金沢支援学校に
よる拠点巡回相
談での助言を生
徒理解支援に活
用できた。 

①時代の変容に応
じて、懸念され
る事案も変化し
て き て い る た
め、若手職員を
中心に、生活指
導や生徒支援に
ついて定期的に
研修していく必
要がある。 

②教育相談体制を
支援するため、
業務の円滑な引
継ぎを行う必要
がある。 

〇今までの生徒や保護者
と、近年の生徒や保護
者とでは性質が変化し
てきている。今までで
は目立たなかった苦情
や抗議が多くなり、長
期化するケースが増え
ている。 

〇生徒の声を聞く体制と
聞く方法を工夫した。
１対１で子どもと話す
のはもちろん、子ども
の声をいろいろな手段
で聞き出すようにし
た。ＳＣやＳＳＷと協
力し、何かあればすぐ
にケース会議を行うよ
うにする。 

①問題行動が発生した際、学年
全体で役割分担し、きめ細か
く対応することができた。初
期対応の重要性を改めて認識
する必要がある。また、今年
度は様々な機関と連携するこ
とが多く、担当窓口となる教
員の負担に配慮する必要があ
る。 

②教育相談ではＳＳＷと連携
し、外部機関と歩調を合わせ
ることができた。一方では、
学校と外部機関の考え方が異
なる場合もあり得るため、生
徒にとって最適な支援策につ
いて協働しながら検討する必
要がある。 

①５年以内の若手教員について
は定期的に会議を実施し、生
活案件について、指導してい
きたい。 

②ＳＣによるフィードバックを
元に学年、教科担当など関係
職員との情報共有を図り、組
織として行動できるよう努め
ていく。 

②ＳＣ・ＳＳＷによる職員研修
を実施し、仕事や役割の違い
を理解し、きめ細かな生徒支
援に繋げたい。 

②不登校の生徒を注意深く観察
し、原因究明の助けになりた
い。また保護者との連携を深
め、医療機関に繋げることの
有効性を伝えたい。 

 進路指導・支援 

○生徒一人ひと
りの進路希望
を実現できる
よう進路指導
体制・教育相
談体制・学習
支援体制の充
実を図る。 

〇生徒が自ら考
え自己実現し
ていく力を身
に付ける進路
支援体制の充
実を図る。 

 

〇進路ガイダンス
を各学年の適切
な時期に実施
し、学年と協力
しながら、進路
希望実現に向け
て、ミスのない
支援を行う。 

〇進路相談室を整
備し、進路関連
情報の告知を積
極的に行う。 

 

〇学年に応じて
適切な時期に
効果的なガイ
ダンスを実施
できたか。 

〇進路相談室の
利用状況。生
徒に的確な進
路情報を伝え
ることができ
たか。 

 
 

〇分野別模擬講義
を実施し、早期
に目標設定を行
えるよう工夫し
た。１，２年生
の保護者には分
野別(大学・専
門学校)に進路
説明会を行い、
仕事の学び場や
保育体験への参
加を促した。 

 

〇３年間を見据え
た進路指導や支
援計画を改めて
検討する。 

〇進路関係資料の
収集と整備をす
すめ、生徒の進
路に向けた意識
をより高めるこ
とができるよう
に 常 に 検 討 す
る。 

 

〇学校推薦による受験は
他の学校でも増えてき
ている。大学や専門学
校でも定員割れをして
しまっている学校もあ
り、どこの学校も受験
をさせてしっかりとし
た基礎学力を身に付け
ながら進学させたいと
考えているが現実は難
しい。 

〇進学に向けて、大学を招いた
模擬講義を実施した。また保
護者には進路説明会を実施し
た。 

〇進路実現に向けて、１・２年
生に卒業生による卒業生講話
を実施した。 

〇進路相談室の環境を整備し、
生徒の自習利用が増えた。大
学入試問題集(赤本)の貸し出
し希望も多く、より利用しや
すい環境整備進めていく。 

 

〇ガイダンスや説明会における
ＩＣＴ機器の有効活用を検討
する。 

〇進路相談室のレイアウトを再
検討して、利用しやすい環境
を整備する。また進路情報の
収集に努め、適切に発信しな
がら生徒の学力育成のための
支援を行う。 

〇入学から卒業までの３年間を
見通し、生徒や保護者に対す
る進路指導、支援計画を刷新 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 19日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

〇総合的な探究の
時間を有効に活
用したキャリア
教育を実践す
る。 

〇生徒が設定し
た進路目標に
対し、実現に
向けて取り組
む力を育むこ
とができた
か。 

〇進路相談室は３
年生を中心に、
２年生の利用も
目立った。 

〇３年生に進路先
の研究、志願理
由書の書き方講
座、模擬面接な
どを実施した。 

〇計画的な進路学
習 が 行 え る よ
う、キャリア教
育の内容を引き
続き精査してい
く。 

〇ＬＨＲにおいて、各学年の年
間指導計画に沿った適切な進
路指導を行う。 

〇入学時から進路実現に向けた
計画的な学習が行えるよう、
３年間の行動計画を学年間で
共有し、効果の検証を行う。 

していくとともに、キャリア
パスポートの有効活用につい
ても継続して検討する。 

４ 地域等との協働 

○地域貢献活動
や地域との協
働活動等を充
実させ、地域
とともにある
学校づくりを
推進する。 

〇地域の方と活
動可能な地域
貢献活動を検
討し、魅力あ
る地域づくり
に貢献する。 

〇間門小学校の要
望を踏まえ、連
携した活動の充
実を図る。 

〇本校の教育活動
を地域の方に紹
介し、地域での
貢献活動を検討
する。 

〇生徒が地域と
ともに学校づ
くりをしてい
る実感を得る
ことができた
か。 

〇生徒が、自分
たちも地域の
一員であると
いう意識を高
めることがで
きたか。 

○各学年で地域清
掃を行うことが
できた。また、
ソングリーダー
部が間門小学校
にチアリーディ
ングを教えに行
くなど、近隣学
校との連携した
活動を実施する
ことができた。 

○ソングリーダー
部や生徒会執行
部だけでなく、
他の部活動も積
極的に他校との
連携を図ってい
きたい。また生
徒会執行部で新
たな地域貢献活
動について考え
させたい。 

〇部活動の活躍は素晴ら
しい。中学校でも、Ｓ
ＮＳから得た情報や部
活動の成果をきっかけ
に横浜立野高校を受検
したいと言っている生
徒が多かった 

○毎年行っている地域清掃や、
挨拶運動、見守り活動など、
学校全体で地域と関わる機会
を持つことができた。またソ
ングリーダー部は、１１月か
ら間門小学校に月２回、チア
リーディングの指導に行き、
３月に発表を行うなど、近隣
学校との連携も実施すること
ができた。 

○今年度は新しく近隣学校と交
流することができたので、さ
らに他の部活動や生徒会執行
部で近隣学校との交流を深め
ていきたい。また生徒会執行
部で地域清掃以外にも地域に
貢献できる活動がないかと考
えさせて行きたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心・
快適な学習環
境の整備に向
けた取組みを
一層推進する
とともに、不
祥事防止を通
じて保護者や
県民から信頼
される学校づ
くりを確立す
る。 

②学校の教育活
動に関する情
報発信を積極
的に行い、学
校への理解が
深まるよう努
める。 

③生徒と向き合
う時間を確保
するために、
組織的な学校
運営と校務の
効 率 化 を 図
る。 

①校内美化およ
び衛生管理を
徹底する。 

①不測の事態に
備え、防災体
制の充実を図
る。 

①ＰＴＡと協力
し、ＰＴＡ活
動の充実を図
る。 

②戦略的な広報
活動を推進
し、学校ホー
ムページや学
校説明会の充
実を図る。 

③人材育成を最
重要課題とし
て、仕事の分
散化による負
担軽減、量的
緩和を図る。 

①毎日の清掃活動
や、状況に応じ
た消毒作業をと
おして、校内美
化と衛生管理を
徹底する。 

①防災マニュアル
を更新するとと
もに、防災訓練
やＤＩＧ研修会
の内容を充実さ
せる。 

①ＰＴＡ各委員会
担当者を中心
に、ＰＴＡと円
滑な連携を図
る。 

②生徒主体の説明
会を企画し、本
校の魅力を積極
的に発信する。 

③「総合的な探究
の時間」を軸
に、職員が自ら
課題の解決に取
り組み、学校の
意思決定に際し
て発言できる機
会をつくり、学
校全体の活性化
を図る。 

①校内美化およ
び衛生管理の
徹底に取り組
むことができ
たか。 

①充実した防災
に関する取組
を実施するこ
とができた
か。 

①ＰＴＡと密接
に連携し、円
滑に情報共有
と活動が行え
たか。 

②効果的にホー
ムページやイ
ンスタグラム
を運用すると
ともに、説明
会等の参加者
に対して、充
分に本校の魅
力を伝えるこ
とができた
か。 

③自ら仕事の量
的負担をコン
トロールしつ
つ、組織とし
て、やりがい
を持って業務
にあたること
ができるよう
に指導・支援
することがで
きたか。 

①毎日の清掃活動
をとおして、校
内美化の徹底に
取り組んだ。 

①防災教室では避
難グループごと
に集合した。避
難訓練は４年ぶ
りに実施できた
が、ＤＩＧ研修
会は実施日が設
定できず実施で
きなかった。 

①ＰＴＡとの連携
は改善を模索し
ている。引継ぎ
の徹底とコロナ
渦前の状況の情
報共有が必要。 

②ホームページの
更新回数は増え
ているが、行事
と更新までのタ
イ ム ラ グ が あ
る。説明会等に
ついては形態が
定まってきた。
説明会参加人数
は増加した。 

③「総合的な探究
の 時 間 」 を 軸
に、職員が学校
の意思決定に際
して発言できる
機会をつくり、
学校全体の活性
化につなげた。 

①清掃方法の指導
や用具の整備な
ど、日々の清掃
活動の効果が上
がるよう工夫を
続ける。 

①一人一台端末等
を使って生徒が
主体的に参加で
きる防災学習の
実施方法を検討
する。 

②ホームページを
タイムリーに更
新するために、
次年度の更新手
続きのルール作
りを行う。 

 ②オープンキャン
パスや部活動体
験、学校説明会
等は、現在のも
のを踏襲する形
で次年度も計画
する。 

③「総合的な探究
の時間」の取組
について、常に
ブラッシュアッ
プを図る。 

〇入学者選抜において倍
率が１．４６倍に増え
たのはすごいことだと
感じた。倍率が増えた
ことに関して先生方は
どのように評価するの
かきちんと議論をする
べきである。 

〇倍率が増えた要因とし
ては、今年度の部活動
の成果や生徒たちが立
野高校の情報をＳＮＳ
で発信していることが
考えられる。 

〇役所や会社は定時を過
ぎれば電話対応しない
が、学校だけが定時を
回っても電話対応をし
ている。また会社では
お客様相談係のような
聞く専門の人を配置し
ている。これを学校で
も配置すべきである。
働き方改革で変えてい
きたいこともあれば、
働き方改革でも変えら
れないことがある。大
変もどかしい。どこで
も同じ状況で教員受験
者が減少し、現場が忙
しくなっており、悪循
環に陥っている。 

①毎日の清掃活動は丁寧に実施
されている。必要に応じて消
毒作業も実施し、校内美化や
衛生管理に努めることができ
た。 

①今年度は防災教室に加えて避
難訓練を実施することができ
たが、ＤＩＧ研修会は実施で
きなかった。 

①昨今の現状にあわせて、ＰＴ
Ａ総会を書面開催とするなど
の変更を行った。 

②ホームページの更新につい
て、回数は増えているが情報
量の少ないところがある。 

②オープンキャンパス、部活動
体験、学校説明会等を軸とし
た広報活動を定着させること
ができた。 

③「総合的な探究の時間」を軸
に、職員が学校の意思決定に
際して発言できる機会をつく
り、学校全体の活性化につな
げることができた。特に総合
的な探究の時間プロジェクト
チームは、職員功労賞を受賞
することができた。 

①ＤＩＧ研修会はＰＴＡ本部役
員と生徒会役員との合同実施
を模索したが実施できなかっ
たので、次年度は上半期に実
施したい。 

①規約の改定等、現状にそぐわ
ない箇所の見直しを行う。 

②ホームページをさらに充実さ
せるため、迅速に更新し、よ
りタイムリーな情報発信に努
める。 

②全公立展や公私合同説明会を
とおして、学校で開催する説
明会に足を運んでもらえるよ
うに、本校の魅力がより伝わ
る説明会等を企画・立案し、
実施する。 

③「総合的な探究の時間」の取
組は、今年度で３年間分のプ
ログラムが整う。現状に満足
することなく、１・２年生に
ついては、さらに全体的なレ
ベルの底上げを図りながら、
取組の選択肢を増やしていき
たい。 

 


